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活動写真
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議会改革特別委員会で、国分寺市の｢休日議会開催｣を視察研修
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福島県相馬市議会議員の研修に市民創生会で対応(うるしの里会館) 
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環境まちづくり委員会と鯖江市で開催の環境フェア
[image: image5.jpg]



市民創世会の立待公民館で、市民と意見交換会＆議会報告会「THE談会」
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鯖江丹生消防署・高機能指令センター開始
	[image: image21.bmp]
Q  子どもや若者が、さまざまな文化芸術にふれるとともに、自らが主体的に取り組むことは豊かな人生を送るうえで重要と考えますが、子どもたち青少年が文化芸術にふれる事業が少ないのでは。
A　理事者　｢鯖江×ひびのこずえコスチュームアート展｣は、まなべの館全館を活用して展示を行っているところから、連日若い世代から夏休みを利用して親子連れも多く、常設展もご覧き、子どもたちが鯖江の歴史や芸術にふれる機会を提供出来ていると思っている。平成２３年度から新学習指導要領に伝統と文化の尊重がうたわれており、幼少期の文化芸術体験や感動は、豊かな人間性を養う基盤となることから、子どもたちが直接文化芸術にふれる機会の充実に努めている。子ども文楽交流事業では、立待小学校と大阪府の児童の交流、１０月の｢文楽鯖江公演｣には、小学生を文化センターに集めて伝統文化鑑賞、体験教室を開催し、プロによる本物の文楽の舞台にふれていただく予定です。

Q  第３回「まなべDEわくわく！！アートフェスタ」の評判は、年間通した事業にすると面白いのでは。
A　理事者　３年前から伝統文化のみならず、芸術や伝統芸能、伝統工芸、歴史等
さまざまな分野を体験できるプログラムとして、まなべの館で開催。昨年も今年も
約３５９人の参加があり、子どもも保護者にも好評。今後も体験事業を継続して開
催し、積極的主体的に文化芸術活動が行うことが出来る環境整備に努める。
Q　｢いじめ問題｣は全国的な問題になっているが、起きてしまってからではなく、いじめのない社会環境を作ることが大事ではないか。校長会、教育委員会では、どのように捉えられ、対応されているのか。鯖江市では現場の先生と管理職とのギャップは無いか。また、そのために読書推進などは効果があるのでは。

A　教育長　毎年いじめの調査は行っていて、冷やかし、からかい、集団で仲間はずれなど、２２年度では５９件、２３年度には４９件、今年度も５件のいじめが把握されている。いずれも加害者からの謝罪などで、おおむね解決をしている。どの学校でもいじめは起きるという意識で接してもらっている。子どもたちが、学校の中で子どもたちが命・存在を意識できる、授業が分かる学校にしていく、悩みなどを相談しやすい先生方との信頼関係を築けるよう努力している。子どもたちの学校現場での情報の提供、共有化、場合によっては警察との関係も考えながら、学校では担任のみでなくすべての先生で、学年、学校全体で教育相談や保護者との面談なども行いながら早期対応に努めたい。道徳教育や命の大切さを学ぶ、読書や情操を豊かにする体験活動、思いやりのある子を育てる人間関係の醸成に努めたい。

Q　市長は今回かなり踏み込んでいじめ問題を所信で述べられたが、市長のかかわりは。
A　市長　総合的に判断をするが、教育員会でしっかりやっていただくことで、第3者委員会の設置法など、今回自殺総合大綱が見直された、国の方向を新大綱でうたわれたれたことが、実効性があるか見極めたい。
Q  ６月議会に引き続きになりますが、青少年が自立した力をつけるために｢子ども条例｣が必要と思うが。

A　理事者　子ども条例は市長部局、市全体で横断的に全体的に考えるべき。　　　　
Q　市長のお考えは

A　市長　現在の段階では必要ないと考える。
Q　市民主役のまちづくりにも子どものかかわりがうたわれている。子どもの
人権を尊重した子ども条例の策定をそう遠くないときにお願いしたい。つつじ
っこプランでは、計画策定のために調査された年齢が１２歳までだった。青少

年、18歳までの声を聞いたものを作っていくべきではと考えます。
Q　庁舎の耐震工事の概要と部署の配置は。
A理事者　耐震E判定で外回りに耐震補強を入れていく、点字ブロックなど、分かりやすく色線でご案内する。配置は、２階の児童福祉課を１階に移動し、福祉部門を全て１階で対応できるようにする。また、照明について、全館省エネ型の明るいものに変えていく。内部の工事はなるべく土・日曜日に行うが、来庁者、周辺の皆様にもご不自由ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いしたい。
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鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）
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　女性も参加した「さばえのまちづくり」


あの猛暑から過ごしやすい季節になりましたが、いかがお過ごしでいらっしゃいますか。昨年7月の市議会議員選挙で、｢まちづくりの主役は、女性も参加した私たち住民です｣と訴え、みな様のご指示をいただき、これまで同様、現場を大切に、女性の視点で議員活動を行っております。


昨年9月議会では「環境保全活動について」や地方分権といわれながら、その実感がない国の動き、情報等正しく伝わってこない状況での鯖江市の「市民主役のまちづくり」を、12月議会では、「福祉行政」や｢男女共同参画社会｣を、私見も交えながら、市民の皆様の声を届けさせていただきました。


今年になって、3月議会では「再生エネルギーについて」、特に市内流域の豊富な水資源を有効利用しての小水力発電（ピコ）を通してのまちづくり･地域の活性化を議会で提案し、24年度は上河内町の桃源清水の水を使って、来年度にむけた小水力発電への実証実験が始まります。


6月には、「子どもの育つ環境」、特に原子力発電の再稼動に向けた国、県の動きに対して、福島原発事故の検証を、知見を活かした安全安心な鯖江市の原発防災計画の子どもたちのためにも策定を急ぐべきと提案、また、「さばえ型都市農村交流の取り組みの拡大」、「幸福度の高い交流都市鯖江」の市長の考えを尋ねました。


９月議会では「子どもの文化振興」と｢いじめの無い社会｣、「庁舎耐震工事について」を提案も含め、議会活動をさせていただきました。それら内容の一端をご報告(裏面)させていただきます。


９月議会


　９月議会の初日、牧野市長から、任期最後の議会で、｢みんなでつくろう　みんなのさばえ｣を合言葉に｢鯖江ブランドの創造｣と｢人の増えるまちづくり｣の実現に取り組んで、おおむね順調に推移している、と述べられるとともに、市民や議員、職員のおかげであることに感謝の意を示され、現在、第５次総合計画の中間年として、市民１，０００人のアンケートを実施、｢原子力防災｣と｢北陸新幹線｣についても回答結果も踏まえながら、今後の施策推進に役立てることを述べられました。


来る市長選において、引き続き市政を担当し、産業振興や市民の安全・安心な暮らしの実現、そして「ふるさと鯖江の発展」に全力投球し、｢幸福度の高い交流都市鯖江｣の実現に取り組んでいきたい、と考えを述べられました。


井波彫刻との異業種連携による「越前塗山車」お披露目や


山車会館の完成、「河和田アートキャンプ」､｢うるしの里中


道アート」や「うるし匠展」など、地場産業を中心に歴史、


文化、自然、環境、景観、｢おもてなしの心｣で、今ある資源


を活かし交流人口の拡大、定住人口の創出を述べられました。
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【２０１2年9月　定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















